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• このたびはサンポット石ミ由暖房機をお買いあげいただきまして、まことにありびとうございました。 
•お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ストーブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書と共に必ず保存してください。 


お客さまご自身による工事は筒埃です。据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださし、。 
(ストーブを移設させる場合ち同じです。） 


• 商品には保証書を添付しております。 

保証書はよりよい製品作りやアフターヴービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数ですが所定事項のご記入をご確認のラえ、必ず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
<ださい。 
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取扱編 


I 特にま意していただをたいこと 

安全のために必ずお守りください 


この取扱説明書には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び 
表示されています。 

表示内容をよくご巧解いただき、本文をお読みください。 


♦ここに示した事項は^^^警告、么注意に区分しています。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負う 
可能性、または火災の巧自到まび想定される内容を/予しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ 
可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


参イラスト（まんび）の横にあるマークは次のように表しています。 

透） マ-ク 禁止 

マ-ク 指示 

A \ A マ-ク ま意 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソ IJ ンなど揮発性の高いミ由は、絶対に使 
用しないでください。 

义災の原因になります。 



煙突外れを険 

• 煙突びかれたまま使用しないでください。 
がれていると運転中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険です。 


0 




煙突閉そ<危険 

■煙突びつまったり、ふさびれたままで使用 
しないで < ださい。 

閑そくしていると運転中に排ガスび室内に 
漏れて、危険です。 


0 


巧類の乾燥厳禁 

• 巧類などの乾燥には使用しないで< ださい。 
巧類び落下して火びつさ、义災の原因にな 
ります。 



スプレー宙厳禁 

■スフレー生やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ス I — ブの上や前に（周囲に）放置し 
ないで < ださい。 

熱で生の圧力び上びり、爆発して危険です。 


0 




定期点検の実施 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検-整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 
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安全のために必ずお守りください 


么警告 ( WARNING ) 


ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼< 
ださい。 

(ストーブを移設させる場合を同じです。） 


0 



A 注意 ( CAUTION ) 


カーテン、可燃物近接禁止 

• カーテンや燃えやすいちのを近づけないで 
<ださい。 

义災び発生するおそれびあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 
(33 〜34ぺージ）を参照してください。 

給油時消义 

•給細ま、必ず消义してか5行ってください。 
义災のおそれびあります。 


0 



〇 



異常時使用禁止 

•万一異常を感じたとさは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれびあります。 


0 



•燃焼中ゃ消义直後は、高温部（前面ガード 
など)、煙突に手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 


A 



ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


指や異物を入れない 

ス I 'ーブの内部やガード内などに指や異物 
を入れないで < ださい。 

けびや义災のおそれびあります。 



腰をかけたり物をのせない 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりし 
ないで < ださい。 

ストーブの故障ややけどのおそれびあ0ます。 
• ス I -ーブの上になびんや水を入れたちのな 
どを置かないで < ださい。 

7j< びかかると漏電や故障のおそれびあります。 


0 



やかんのせ禁止 

• やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接触によってやかんの熱湯びこぼ 
れ、やけどのおそれびあります。 


0 



分解修理の禁止 

•故障、破損した5、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
トーブや煙突には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

义災や排ガスび室内に漏れる原因となり危 
険です。 


換気扇使用禁止 

■ス I ブを使用している時は室内の換気扇 
を使用しないでください。 

立消えして爆発燃焼するおそれびあります。 
また、換気□-給気□は常に確保し、物な 
どでふさびないで < ださい。 


特殊な場所での使用禁止 

•ストーブは居室の暖房用としてつく 5れたち 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
对に使用しないでください。また、ク IJ - ニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないで < ださい。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 


マントルピース内据付け禁止 

•マントルピース内には J 剧寸けないでください。 
ス I -ーブび故障したり、义災の原因になり 
ます。 






ご使用前に 
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I 特にを意していただをたいことっづき 


A 注意 ( CAUTION ) 


電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源プラ 
グを巧くとさは、コードを持って引を抜か 
ないで < ださい。 

火災や感電の原因になりまず。 



電源プラグは確実に差し込む 

•電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

义災の原因になります。 

• めれた手での抜を差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 


•長期間使用しないとをは、電源プラグを抜 
いて < ださい。 

义災や予想しない事故の原因になります。 




電源プラグのお手入れをする 

•ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及 
び金属物）を除去して < ださい。 

(ほこりびたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）火災の原因になります。 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 ( CAUTION ) 


油漏れ確認 

•ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接続部およびス 
I -ー ブなどか5巧ミ由漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火^のおそれびあります。 


お願い （ NOTICE ) 


好油の廃棄 

•巧ミ由の廃棄処分は、巧ミ由をお買い求めになった販売店にご相談ください。 



ご使用前に 







■ほ用ずる場所 

ス I -ーブを安全に使用するためには、場所の選定び大切です。 

場所の選定は r 据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （33 〜34ページ参照) 


■効果的に使用するために 

■をたいか気に接する窓ざねや壁側に据付けると、冷気び暖め5れて対流しますので効果的です。 
■ス I ブの前方に障害物びあると、部屋の温度にむ5びでさる原因になります。 


巧の場所では使用しないでください。乂災や予想しない事故の原因になります。 


■水平でない場巧、不安定な場巧 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

* 燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気の行えない場所 

• 付近に燃えやすいちのびある場所 

• 階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

•マントルピース内 

* 温室、飼育室など人のいない場所 
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る部のなまス 


■外観図 



情面外観図】 

上面板 

壁固定金具 


水平器 

送風機 フイルター 



ご使用前に 


電源プラグ 
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各部のなまスっづき 


■表示部 


[ デジタル表示部 ] 

• 初期表示 - I の点滅(運転スイッチ切の場合） 

-電源プラグをコンセントに差し込んだとさ 

•停電後、再通電したとさ 
-時刻設定していないとき 

n - J n 

いしが/ 

• 時計動作コ□ンの点滅 

時計動作 コ □ン 

-時計動作中 

1 n n 

•チェックモ ー ド表示 t 

■ し,し, 

何ち表おしないとき 


-停電中 
-省電力表示中 






セーブランプ(グリーン） 

点打…セーブ運転中 
点滅’’ •セーブ運転中に室温が設定 
室温より2で上昇した場合 
(消'义中ち点滅） 
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_ 室温設定ボタン_ 

• 高ボタン’ • •設定室温を1 ° c づつ上昇 
• ほボタン’ • •設定室ミ届を1たづつ低下 
(自動運転時） 
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■ほ用前の準備 


■燃料 


■点义前の準備と確認 


• 燃料は必ず巧ミ由 ( J 旧1号巧ミ由)を使用してくだ 
さい。 

•変質なミ由、ミちれたなミ由、水の混じっているな 
油などは絶対に使用しないでください。 

点义、消火しに<くなったり、燃焼び悪くな 
ってすすび出たり、製品の寿命を縮めます。 

■給油 

給油はストーブを消义してか5行ってください。 

1油タンクの送油バルブを閉める 


2 油タンクの給油□ふたを外し、 

給油する 

•ミ由量計の表示び「満」の印 ULh には絶対 
に入れないでください。 



〇給油□ふたを確実に閱める 


4こぼれた灯油はよ<ふさとる 



•ミ由タンクは空にしないでください。 
r 空」まで燃焼させるとス I ブより「ボン」 
と音びしたり、すすび発生し、故障の原因に 
な0ます。 

•給油するとをは、ごみなどび入5ないよラま 
意してください。 

燃焼不良の原因になります。 


1定油面器安全装置のセット 


•初めて使用するとをやシーズン初めには、 
IJ セットボタンを巧してください。 

据付けや、ス I 'ーブに強い振動をあたえた 
とを、定ミ由面器の安全装置び作動して、ミ由を 
流しません。 

点义操作後、油タンクに巧ミ由び入っていて 
を 『 E 03』『 E 33』『 E 0 己』 『 E 3 己』のチェ 
ックモード表示び出たとさは、 IJ セットボ 
タンを巧して、を全装置を解除してください。 

リセットボタンを軽く巧し、 

すぐ指を離す 



； 7 ， 


[] 

/I 




// 



> U セツトボタンは燃焼 
中、むやみにさわ5ない 
で < ださい。 

>絶対に カラーを かして、 
巧さないで < ださい。 



U たッ K 
ボタン 

-カラー 
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油漏れの確認 

• ゴム製送ミ由管やス I — ブの置台にミ由漏れ 
びないか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は送ミ由バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポットま店•営業所へご連絡 
ください。 


0 



八 煙突の接続の確認 

4 •煙突び正しく接続されているか確認して 
ください。 

かれていると運転中に排ガスび室内に漏 
れて、大変危険です。 



ス I ブ周囲の確認 

■ス I -ーブの周囲及び煙突の周囲に引火物 
や可燃物びなし佩確認してください。 

火災や予想しない事故び発生するおそれ 
びあります。 



5 電源プラグの接続 

•電源プラグは lOOV の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 
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使用方法 





省電力表示について 

運車5スイッチび「切」でストーブび停止中、ボタンを押さなしが態び吕分じ(上続くと省電力表示となり、 
表示部の表示び全て消えます。この状態から操作する場合は、いずれかのボタンを一度巧して表示部を 
表示させた後、各操作を行ってください。 


■点乂 


1油タンクの送油バルブを開く 




運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

■運車5ランプび点巧し、2〜4分予熱後着火します。 
•着义後、約2.己分間予備燃焼を行います。 

• 予備燃焼後約2.己分間、义力は中义力になります。 



運転入/切 

00 o$oc?o 
0000000 


_ 




•燃焼中に運転スイッチを巧して「消义」にしたり、タイマーボタンを巧すなどして約2秒じ(上通 
電を止めますと自動消义し、約2分間のを却の後でないと再点火でをません。 

•煙突の設置条件び悪いと、春先やが□の気温び高い時期に点火時においびすることびあります。 
煙突び正しく設置されているか点検してください。 
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醒乂力調節 I g 動離 •セットした温度になるように、火力を自動的に調節します。 

火^調節つまみを r 自動」の位置に合せる 

■自動ランプび点：打します。 





室温設定ボタンの『高』『ほ』を巧して、 
お好みの室温を設定する 

• 『高』又は『低』ボタンを巧すと1でづつ変化 
します。 

■室温の設定範囲は「12〜32」でです。 



•設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしを室温と一致しません。 


■設定室温は一度セツトすれば記憶されますび、停電の場合には解除され自動的にに4」でにセツ 


卜されます。 



■セツトした义力で運転を続けます。室温調節はしません。 


1 义力調節つまみを r 微ル」〜 r 大」の 
お好みの位置に合せる 

■手動ランプび点巧し、自動ランプ及び設定 
室温表示び消なします。 




• 燃焼中に炎びかたよったり、ホ火び混ったり、また上下変動することびありますび、異常ではあり 
ません。 

•燃焼中「カチカチ」音びすることびありますび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 















使用方法っづき 



■消乂 



1 運転スイッチを再度巧して、 r 切」にする 

■運転ランプび消なします。 




3 消义を確認する 

• 送風機ファンはストーブび;ちえるまでの約8分間回りつづけます。 



•長期間留守にするとをは、必ず電源プラグをコンセントか5抜いてください。 
• 電源プラグは送風機ファンび停止してか5抜いてください。 

•電源プラグをコンセントか5抜いて運輯を停止しないでください。 

ス I -ーブび過熱し、故障の原因になります。 

•お出かけになるとをは必ず消义してください。 

運転スイッチを「切」にしてください。 
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■使用上の注意 


局温部にま意 

• ストーブの上面板•上面ガード•前面ガードや煙突などは高温です。 

やけどに注意してください。 

•特にお子さまをス I ブに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 

•上面ガードを取り外したり、前面ガードを開いたまま使用しない 
で < ださい。 

放熱器やガラスなどの高温部に誤ってふれますとやけどをします。 


換気扇使用禁止 

• ス I ブを使用している時は室内の換気扇を使用しないでくだ 
さい。 

立消えして爆発燃焼するおそれびあります。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさびないでく 
ださい。 


煙突閱そ<を険 

• 煙突びつまったり、ふさがれたままで使用しないで < ださい。 
開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 


雷時のま意 

•雷び接近したときは、電源プラグをコンセントか5巧いてください。 
激しい雷の影響でストーブび故障するおそれびあります。 


• シーズンオフのように長期間使用しないとをは電源プラグを抜いてください。 


•ガラスには水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。 
ガラスび割れ危険です。 


•ストーブ前面付近は、ふく射熱び強いので熱に弱し化のを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることびあります。 


• 燃料を途中で切5したり、送ミ由ノ（ルブを閉じたまま燃焼しますと、消えるとさにル爆発音を発 
することびあります。 

燃料を切5さないようにしてください。また、患由ノりレブび開いていることを確認の上点义し 
て < ださい。 
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使用方法つづき 



1 122 


- 1 

~ 

P —— 


[ 

C 

1 


■時刻合せ 

■はじめて使用するとをや停電後、表示び I 


(例） 

午後3時10分に合せる場合 
になっている場合には、時刻合せを行ってください。 


停止中でも運転中でも合せることびできます。 

1 時刻合せボタンを巧しなが5、 

時ボタンを巧す 


() 時刻合せ 
C ~ ) タイマ-合せ 



時計/タイマー 


5 ' - 0 0 . 


2 時刻合せボタンを巧しなが5、 

分ボタンを巧す 

時刻合せボタンを巧しなび5、時•分 
ボタンを巧しつづけると早送りにな 
ります。 


( _ ) 時刻合せ 
C ~ 、 々わ-合せ 



時計/タイマー 


ご- 

1 n 

-,- 

1 U. 


B タイマー運転 タイマー時刻合せ] 

•おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します。 
停止中でを運輯中でを合せることびでをます。 

タイマー合せボタンを巧しなび5 
時ボタンを巧す 




時 


(例） 

午前6時3□分に合せる場合 



時計/タィマー 


6-0 0 . 


2 タイマー合せボタンを巧しなび5、 
分ボタンを巧す 

•分は已分きざみで動をます。 
■タイマー時刻は一度セツトすると記 
憶されますので、次か5セツトするお 


() 時刻合せ 
Q ~ ) 夕わ-合せ 




も前 

ぶ權 


時計/タイマー 


S -3 0 . 


要はありません。 

停電びあると記憶び解除されます。 
再セツトしてください。 
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時計/タィマ- 


設定ま温 


タィト〇午前 

圆〇午後 

n 

, 

パ. 

い 

g 量 1〇セーブ 
手動〇 1:4：) 


運転入/切 


時刻調節 


) 時刻合せ 時 分 


_火力調節_ 

f 自動]「微小小 中 ^ 


手動 


Micro Computer Control System 


Q ) タイ 7 -をせ 


タイマ- 


g の 


2,1 


■タイマー運転 タイマー点义 
1油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを巧して、 r 入」にする 

■運おランプび点巧します。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッチを 
「入」にする必要はありません。 


運転入/切 

運転入/切 
. 1 _ 


r CD 
0000000 
0000000 
0000000 

^^ 



ooo®o*oo 

000*000 

0000000 



3 タイマーボタンを}甲す 

.タイ7 ー ランプび点巧します。 

• 已秒間デジタル表示部にタイマー時刻を表 
7 JT します。 



使 

用 

方 

法 


4 お好みの運転を予約する 

• 自動/手動運転-セーブ運転の予約びでをます。 

•自動/手動運輯-セーブ運転はタイマーセットをしても解除されません。 

■タイマーセットの解除 

1 運転スイッチを再度巧して、 r 切」にする 

■タイマー時刻前に点义する場合は、再度夕 
イマーボタンを巧します。 


•時刻合せをしていないとタイマー運乾はでをません。先に時刻合せを行ってください。 （1 日ぺージ参照） 

• タイマー点义をする場合は、周囲に可燃物びあったり、その他を険な状態のないことを確認してください。 
•おでかけのとさはタイマー点义をしないでください。予想しない事故び発生するおそれがあります。 



運転入/切 
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■ 使用方法 



つづさ 


f 


時計/タイマー 

設定室温 


運転入/切^ 


タィマ- 〇午前 

図〇午を 


1 け 

自動 0セー ブ 
手動〇 (±1 

0000000 

曙 

1 _ 一 





、-ノ 


時刻調節 


) 時刻合せ 時 巧 


_义力調節_ 

r 自動]「撤小小中大1手詰) 


I Micro Computer Control System 


C ) タイマ-合せ 


タイマー) 



[ 1 1 

6 

り 


ピ 



■セーブ運転 

• t 陳狗暖し、時期の場合など、設定室品より蓄献化がりすざるときにご使用くださし、。燃服消乂をくりかえし、蓄品を調節します。 


1 义力調節つまみを r 自動」の位置に合せる 

■自動ランプび点：打します。 


义力調即 

じあ小小~+ 



設を室温 


バ 

輔泉 

手動〇 


2 セーブ ボタンを巧す 

• セーブランプび点：打します。 

• 室温び設定室温より約2で上昇したとをは、 

セーブランプび点滅となり、この状態び吕 
分間続くと消火になります。 

再点火は室温び設定室温に下びつたとを、セーブランプび点滅か5点巧に変わり、点义になり 
ます。 

■セーブ運転は燃焼-ミ肖义をくりかえしますので室温の変動び大きくなります。 


■セーブ運転の解除 

1 セーブボタンを再度巧す 

■セーブランプび消巧します。 




セーブ運転は手動運転にしますと自動的 
に解除されます。 



•セーブ運おを連続して使用しますと、ガラスにすすび付くことびあります。とをどをセーブ運輯 
を解除し、火力を中〜大で1〜2時間燃焼させてください。 
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まを装置 

•異常が生じたとさ、自動的に消义する装置です。 


•ま全装置び作動した場合、運転スイッチを r 切」にし、ストーブび冷えてか5下記の処 
置をしてください。 


安全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

巧 震 自動消义装置 

• 地震（震度己程度 ULh) のとを 
•強い振動や衝撃を受けたとさ 

ご n J 
し U L 

ス 1 -ーブの周囲や煙突のかれやゆるみ、 

ミ由漏れなどの異常びないことを確認し 
再点火操作してください。 

停電を全装置 
■停電したとを 
•電源プラグび抜けたとを 

C n n 

しし,し, 

通電後、再点义操作してください。 

点义を全装置 

• 点义不良 

C n J 

しし,-, 

广 11 

C D J 

次のことを確認し、再点义操作してく 
ださい。 

• ミ由タンクの送ミ由バルブび閉じ 5 れて 
いないか。 

• ゴム製患由管に空気だまりびないか。 

(3 己ぺージ参照） 

• 定ミ由面器の安全装置び作動していな 
いか。 

(13 ぺージ参照） 

再びチェックモードび表示される場 
合には、お買い求めの販売店又は最寄 
りのサンポットま店-営業所へご連絡 
<ださい。 

燃焼制御装置 
•途中で义び消えたとを 

C n C 

しし,-, 

广 つ广 

C D J 





日常の点が手入れ 


















■点検-手入れのときのミ主意 

• 必ず運転スイッチを「切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブがをえた状態で巧 
つて< ださい。 

■点検•手入れの必要項目、時期、方法 




点検-手入れ項目 


ガラス 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントぶ〇 
巧いてか5行ってく 
ださい。 


>長期間の使用などでガラスびすすけることびあります。すすで 
炎び見えにくくなったときは上ぶた巧え、燃焼室上ぶたをかして、 
ガラスをふいて < ださい。 


上面ガードを外ず 


上ぶた巧えを固定しているね 
じ (4 本)をがし、燃焼室上ぶた 
を持ち上げる 

赤熱筒は燃焼室上ぶたに取 
り付いています。 


上ぶた巧ぇ'' 
燃焼室上ぶた 



た:注意) 


内側からガラスをふ< 


•燃結室上ぶたは煙突側に矢印を向けて取り付けて下さい。 


ストーブタ備 

安全のため、電源プラ 
グをコンセントぶ〇 
巧いてか5行ってく 
ださい。 


■ス I ブ•置台-反射板などのほ 
こりや';ちれは、乾いたやわ5かい 
巧などできれいにふきとります。 

• シンナー’ アル コール • ベンジンな 
どは使用しないでください。 

前面ガードの外しかた 
•前面ガードち側上部をフックか5 
かし、棒を下部の巧か5引き抜き、 
手前に開をます。 



ゴム製送油管 


>ゴム製送油管にひび割れび生じていなし佩点検します。 

>ゴム製送ミ由管は経年変化しますので3年に1度新しい物に交換し 
て < ださい。 

交換はお買い求めの販売店に依頼、又は最寄りのサンポットま 
店-営業所にご相談ください。 


月に一回似上 


.シ I ズンに2〜3回 
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日常の点巧•手入れ つづき 


給油のとさ 





■ 定期点巧 


サンポット半密閉式石ミ由ストーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗-劣化する部品 
びありますので、修理資格者〔(財)曰本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-34 日日- 2928) で行ラ技術管 
理講習会修了者(石ミ由機器技術管理±)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

吕シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりのをいところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検び必要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術者び、設置状態、煙突まわりの点検•安全装置及び運転動作の点検•確認、使 
用時間により消耗劣化しやすい部品の点検等を行います。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するをのですか5必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま一お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用につし)てはお買し)求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理等び必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相談 
申しあげます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置げ態、煙ちまわりの点 
検.確認 

•製品の設置•使用状態•送ミ由経路部のミ由漏れ（ゴム製送ミ由管含む） 
•煙突接続とつまり 

安を装置及び運転動作の点 
検.確認 

•安全装置の働を 運転動作の点検 

•操作部品や動く部品の働さ 

環境-使用時間により务化 
しやずい部品の点検-交換 

•点义ヒータなどの点検 

•バーナ-燃焼 U ング-赤熱筒などの点検 

• 燃焼用送風機の点検 • 各種パツキンの点検 

• ガラスの点検（劣化の状態により交換の場合ちあります。） 

製品の清掃-整備 

• 本体内 ■ 送風機フアン ■ ミ由タンクの水抜を 


点検•その他 
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I 脚璋•異常の見分け方と処置方法 


巧のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

义 

時 

著 

义 

時 

ネリめて使用ずるとさやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりび焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチピチ」や「カンカン」と 
いラ音びずる 

本体内部の加熱-冷却時に出る金属の膨張-収縮音です。 
異常ではありません。 

点义時に r ポン」という音びずる 

着火音で、異常ではありません。 

1 が 

ク川、 

焼 

時 

青炎の中に赤义び混じる 

異常ではありません。 

炎の一部び揺らぐ 

異常ではありません。 

「カチカチ」という音びずる 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 

そ 

の 

他 

ガラスび白<なる 

巧油中の成分びガラスに付着するためです。 
異常ではありません。 
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異常び生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

乾 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

な 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

しお 
てび 
燃立 
え上 
るび 
0 

里 

煙 

を 

出 

デジタル表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

E 0 0 

ら。？ 

E D 3 

E 3 ：1 

E 0 S 

E 3 5 

電源プラグがコンセ 
ントか！5巧けている 

• 






電源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

14 

油タンクに幻油びない 


• 




• 

給ミ由する 

13 

停電があった 




• 



運輯スイッチを巧し 
なおす 

22 

油タンクの送油バル 
ブが閉じている 


• 




• 

送油パルブを開く 

22 

定油面器のま全装置 
が作動している 


• 




• 

リセットボタンを押ず 

13 

煙突が外れていた 
り、ふさがっている 



• 




接続しなおす 
掃除する 

23 

送風機 フイルターやフアン 
口にり 抑檐 L/C いる 



• 




掃除する 

23 

巧 

地震や強い衝撃があ 
った 





• 


ス1-ーブ周囲、ミ由漏 
れ、煙突を点検する 

22 


じ(上の方法で点検し、処置してちなお5ないとさは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポットま店-営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのとをには故障内容をでさるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 


点検•その他 
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脚琶•異甫の見分け方と処置方法っづき 



チェックモード表示部 


チェックモードに下記のよラな表示び出たときは、お買い求めの販売店又は最畜りのサン 
ポットま店-営業所へご連播ください。 



E E3 E ES E 3S 
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部品交換のしかた 


• 経年により消耗、劣化しやすい部品びあります。 

•異常かなと思われました5、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

* 修理資格者〔(財)曰本石ミ由燃焼機器保守協会で行ラ技術管理講習会修了者(石ミ由機器技術管理±)など〕 
び修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換び 
必要な部品 

点火ヒ—夕.燃焼 U ング.赤熱筒.各種パッキン-ガラス 

環境により努化しやず 
い部品 

制御基板-燃焼用送風機-ゴム製送ミ由管 

不良灯油を使用されて 
务化しやずい部品 

電磁ポンプ-定ミ由面器 


巧管(長期巧使用しない場合） 

• 長期間使巧しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 

1 電源プラグをコンセントか5巧く 

• めれた手で触5ないでください。 

感電のおそれびあります。 


2 ストーブ外装、送風機フィルター、反射板の掃除をする 

に3〜2已ぺージ参照） 

〇油タンクの送油バルブを閉じる 



点検•その他 


4 ストーブは据付けたまま保管する 

■どうしても取りかして保管するとさは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
■次シーズンに据付けるとさには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 
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型 

式 

の 

呼 

び 

KSH -707 KC 

種 




類 

ポット式、強制通気形、自然対流形 

点 

义 


ち 

式 

電気点义 

使 

用 



料 

なミ由 ( J に1号なミ由） 

燃 

焼 


状 

態 

最大 

最小 

燃 

料 

消 

費 

量 

lO.lkW (0.98 巨 L / h ) 

2.2 巨 kW (0.220 し/ h ) 

発 


熱 


量 

36.520 kJ/h 

8.150 kJ/h 

熱 


効 


率 

69.0% 

69.0% 

暖 

房 


出 

力 

7.0 日 kW 

1.己 6 kW 

が 

お 


寸 

法 

高さ曰目曰 mm 

幅7已日 mm 

奥行371 mm 僵台を含む） 

質 量 

22 k 呂 

電源電圧及び周波数 

100 V 已 0/60 HZ 

定 

巧消 

費電 

力 

点义時320/32己 W 燃焼時1己/1已 W 

待 

機時 

消 

費電 

力 

日.己/日.日 W 

煙 

突の 


呼び 

径 

106 (3 寸已分） 

標準ドラフト値(最大燃焼時） 

- 

.己. 9 Pa (-0.6 mm H 2 0) 

電 

流ヒ 


a — 

ズ 

筒形2日 mm 

lOA 1 個、筒形 20 mm 已 A 1 個 

を 

全 


装 

置 

巧震自動消义装置、停電安全装置、点义を全装置、燃焼制御装置 

附 


属 


品 

上面ガード(1)、置台(1)、置台固定金具(2)、遮熱板(1)、ワイヤーバンド恒)、 
壁固定金具(1)、 4 X 2 已タッピンねじ（1)、取扱説明書(1)、保証書 (1) 
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I アフタ-ヴ-ビス 

B 保証について 

•保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、 
販売店か5お受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
てください。 

•保証期間は、お買い上げ曰か51年間です。 


■修理を依頼ずるときについて 

「故障.異常の見分けちと処置ち法」に従って点検してください。処置してもなお5ないとき 
は、使用を中止し、おず電源プラグを巧いてか5、お買い巧めの販売店又は最畜りのサン 
ポットち店-営業所へご連絡ください。 

修理に際しまし口ま、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店び修理いたします。 


チェックモード 表示 
型名 


•保証期間び過ざているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用でをる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料-部品代-出張料などで構成されています。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポットま店-営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 



ご連絡していたださたい内容 

ご住巧 


おなまえ 


電話番号 


製品名 

半密閉式石ミ由ストープ 

型 名 

KSH-707KC 

お買い上げ曰 

年月日 

故障文は 
異常の内容 

できるだけ詳しく（表示部のチエック 
モード数字など）お知5せください。 

訪問ご希望曰 




点検•その他 


• 半密閉式石ミ由ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 
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付け•巧設 

■据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

据付けや移設工事は販売店又は据付業ちに依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 

据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準びあります。 
工事編の r ま全のために必ずお守り < ださい」をお読みになり販売店又は据付業者とよ < ご相 
談してください。また、 r 標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブか5周囲の可燃物までの離隔距離】 

•ストーブ側面と可燃物は 3 C ) cmUU :( A 寸法)離してください。 

1己 cm まで近づける場合には、前面ガードに附属の遮熱板を取り付けてください。 

• B 寸法は1已 cm じ(上と示していますび、煙突と可燃物との離隔距離でを規制されます。 




• 上図では可燃物までの離隔距離を示していますび、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合ち上図離隔距離としてください。 
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【煙突か 5 周囲の可燃物までの離隔距離】 



• 煙突の先端か5水平距離1 nU ソ内に建物の軒 
びある場合は、その軒か 56 C ) cnU ソ上高くす 
ること。煙突の先端 InU ソ内に建物の開□部 
(執びないこと。 

•煙突び可燃性の壁などを買通する部分は必ず 
めびね石を使用して < ださい。 


ドラフ[' 
レギユレータ 


’ろえまたは 
吊0金具 


可燃巧から 
化 cmli (上 

壁固定金具 


V ' 

贸 


地区により異なることび 
あるので义災予防条例を 
参照する。 


貢通ずる壁より厚いこと 


壁固をを具 ま* 4已 cnU ソ上の寸法は、煙突び本体か5 

瞧職贯 隹 仍 を 1.8 m を超える場合、1已 cmUU : とする。 

A 煙突は、固定金具で 1 .己〜 2m 間隔に固定す 

ること。 

• ル匡裏、天井裏などにある部分は金属 m 外の不燃材料で防义上有効な被覆を行ってください。 

• 可燃性の壁、天井、ル匡裏、天井裏などを買通する部分及びその付近では煙突の接続はしないで 
<ださい。 

• 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離隔距離としてください。 


■据付け後の確認 


据付けび終わりました5、ちう一度、工事編の r ま全のために必ずお守りください」をお読み 
になり、工事編に記載されているとおり据付けられているかどうかを確認してください。 


点検•その他 


34 


据付け-巧設っづき 


■試運転 

試運転は、販売店又は据付業をとご一緒に必ず巧ってください。 





運転準備 


運転 


1 油タンクに給油する 

(13 ぺージ参照） 



1 運転スイッチを巧して、「入」にする 

•運転ランプび点灯します。 

• 2 〜4分予熱後着义します。 

着义後、約2.己分間予備燃焼を行います。 



3 定油面器のリセットボタンを巧す 

(13 ぺージ参照） 

• ゴム製送ミ由管内に空気びたまっているこ 
とびありますので、ゴム製送ミ由管を振つ 
て空気を抜いてください。 


消义 


1 運転スイッチを再度巧して、「切」にする 

■運転ランプび消巧します。 

•送風機フアンはス I ブびをえるまでの 
約8分間回りつづけます。 



確認 

• ミ由タンクや送ミ由管•ゴム製送ミ由管か5ミ由漏れびな 
いか。 

• 置台の上などにミ由びこぼれていないか。 


正常運転の目を 

• ムソ上の項目で異常びなければ正常に運輯し 
ています。 



•ス1-ーブより煙やにおいび出ることびあり 
ますび、燃焼室の塗装やパツキン類び焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運起すると消えますので、部屋の換 
気をしなび5試運転してください。 
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I 設置工事の前に、この工事編をよくお読みの 
ラえ、正しく据付けてください。 





まをのために化ずお守りください 


この工事編には本機をま全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項び表示 
されています。 

表示内容をよくご S 解いただき、本文をお読みください。 

♦ここに示した事項は么警告、么注意に区分しています。 


Al 

1 告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作 
業後の不具合によって使用者び死じ、重傷を負う可能性、または 
义災の可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその作 
業後の不具合によって使用者び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容を示しています。 


>イラスト（まんび）の横にあるマークは次のように表しています。 


止 示 意 
禁 指：江 

V V V 

7 7 7 

0 〇 A 
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安全のために必ずお守りください 


A 警告 


据付けや移割ホ、販売店または据付業者が行ってください。 

• お客様ご自身で据付けをされ、不備びあると感電 
や义災の原因になります。 



据付けは义災予防条例、電気設備に関する巧術基準など 
法をの基準を守って行ってください。 



屋内排気禁止 

屋内に排気ずると、排ガスび室内に充満して危険 
です。 

必ず屋州こ排気してください。 


煙突を確実に接続 

•煙突を確実に接続し、しっかりと固定してくださ 
い。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運転中に排 
ガスび室内に漏れて危険です。 


0 

〇 


A 注意 



次の場所には据付けない 


义災や予想しない事故の原因になります。 


0 


■水平でない場所、不安定な場所 
■不安定な物をのせた棚などの下 
■可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

■燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のなし)場所または換気の行えなし)場所 

■付近に燃えやすいちのびある場所 

■階段、避難□などの付近で避難のま障となる場所 

■マントルピース内 

■温室、飼育室など人のいない場所 
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■煙突の固定 

• 煙突は、風や振動などで倒れないようまえ金具やまえ線などで固定してください。 

•煙突は、1.己〜 2 m おきに固定金具で固定し、自重をまえる部分はまえ又は吊り金具で堅固に 
ま持してください。 


• ル匡裏、天井裏などにある部分は金属 L ソ外の不燃材料で防义上有効な被覆を行ってください。 

• 可燃性の壁、天井、ル匡裏、天井裏などを買通する部分及びその付近では煙突の接続はしないで 
<ださい。 

• 不燃物の場合でち性能維持のため、上図離原距離としてください。 



巧お巧から 
化 cmW 上 

壁固定金具 


ま* 4已 cmL ソ上の寸法は、煙突び本体か5 
1.8 m を超える場合、1已 cm じ(上とする。 
煙突は、固定金具で1.己〜 2 m 間隔に固定す 
ること。 


可燃物との距離を離す 

■標準据付け例 

• ストーブか5周囲の可燃物までの離隔距離 
は図のよラにしてください。 

保守-点検を行ラためにを必要です。 


〇 




■ストーブに附属された置台の上に据付けること。 
■煙突の標準取り付け例 


• ストーブ側面と可燃物は 
30cmULh(A 寸法)離してくだ 
さい。 

1己 cm まで近づける場合には、 
前面ガードに附属の遮熱板を 
取り付けてください。 

• B 寸法は1已 cm じ(上と示して 
いますび、煙突と可燃物との 
離隔距離でを規制されます。 
•左図では可燃物までの離睛距 
離を示していますび、保守点 
検や性能維持のため、不燃物 
などの場合を左図離隔距離と 
して < ださい。 



ドラフ! - 
レギュレータ 


支えまたは 
吊0金具 


煙突の先端か5水平距離1 nU ソ内に建物の軒 
びある場合は、その軒か5巨 OcmULh 高くす 
ること。煙突の先端 InU ソ内に建物の開□部 
(執びないこと。 

煙突び可燃性の壁などを買通する部分は必ず 
めがね石を使用して < ださい。 


地区により異なることび 
あるので义災予防条例を 
参照する。 

賈通ずる壁より厚いこと 



A 注意 



据付工事 
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安全のために必ずお守りください 


A 注意 

油タンクとの距離を離す 

•ミ由タンクはス I ブより吕 m じ(上離して据 
付けるか、防义上有効な遮へいを設けてく 
ださい。 

据置式の油タンクは、不燃材の床上に据付 
けること。 




ゴム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送ミ由管は匡かで使用しないでくださ 
い。 

ひび割れを生じてミ由漏れの原因になりま 
す。 



油漏れ確認 

■ミ由タンク-ゴム製送ミ由管-接続部およびス 
I -ー ブなどか5巧ミ由漏れびないことを確認 
の上ご使用ください。 

巧油び漏れていると火^のおそれびあります。 



煙突の点検 

■据付けび終わりました5、ちう一度点検して 
<ださい。 

次のよラな取り付けは、危険であったり、異 
常燃焼をおこすおそれびありますので、必ず 
修正してください。 



■下り勾配、下向き曲がり禁止 


0 



■トップと建物（隣家を含む）の開□部 
(窓など）は1 mLU 上離れていること 
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閲こん 


工場出荷時燃焼試験を行っていますので、ホ熱筒や 
燃焼リングなどが一部変色していますが異常ではあ 
りません。 


>本体のほかに次のものび用意されています。お包材といっしよに捨てることのないよう点検し、ご使 
用ください。 


部品 名 


ワイヤーバンド 
遮 熱 お 
上面ガード 
壁固定金具 
4 x 2 已タツピンねじ 
置台固定ま具 
取扱説明書 


個数 


ス I ブの下に敷をます。 

ゴム製送ミ由管の接続部の固定に使用します。 
前面ガードに取り付けます。 

上面板の上に乗せます。 

ス I ブと壁を固定するのに使用します。 

壁固定金具を壁に固定するのに使用します。 
置台をス I -ーブに固定するのに使用します。 


お付け 


■据付け場所の選定 


ストーブの据付けは、火災予防条例にしたびってください。 


図に示ず寸法上離して、次のような点にご 
ま意ください。 

• 燃えやすいちのや障害物のない場所。 

•水平で安定のよい、しっかりした場所。 
•ストーブを背面で固定でをる場所。 

(壁に固定でをない場所では使用でさませ 
ん。） 

•電源は家庭用1日 ov の電源コンセントをご使 
用ください。（電源コードの有効長さは約 2 m 
です。） 



♦マントルピース内に据付けたり、ペチカ 
に煙突を接続したりしないでください。 

ス I -ーブび故障したり、火災の原因にな 
ります。 




化 cm しソ上 


化 cm し U 上 


巧日帥しソ上 


3日 cm しソ上 



3 QcmlU 上 


1加抓!レソ上 


据付工事 
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I 据付けつづき 


■遮熱板の取り付け 


•ス I -- ブ側面と可燃物は SOcnU ソ上離してください。 
1已 cm まで近づける場合には、前面ガードに遮熱 
板を次のよラに取り付けてください。 

禮熱板は可燃物に近し巧に取り付けてください。） 

1 遮熱板のつめを図のよラに前面ガードの横棒に当 
てる 

上のつめ…上か52本目の横棒 
下のつめ…下か53本目の横棒 


上か S 2 本目 



2 つめを内側に巧りなげる 


■置台の取り付けと水平調節 


•置台の取り付けとス I -ーブの水平調節は次のよ 
うに行ってください。 

1 ストーブを置台に柔せる 

2 ス I ブ背面の水平器のふりこがホ丸マークの 
範囲内になるよラ、4圏所の調節脚を回して調 
節ずる 

3 水平に調節できた日、ス I ブのキャビネット 
両側面のねじ(左ち各1本)を外す 

4 附属の置台固定金具を置台の固定板に差し込 
み、外したねじ（左ち各1本）で固定する 



調節脚 


•ストーブは水平に据付けてください。 

対震自動消火装置の誤作動や異常燃焼の原因になります。 
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■ス I ブの固定 

•ス I ブの固定は次のよラに行 
つて< ださい。 


上面板背面のちの図の位置の 
ねじをがす 

壁固定金具を上面板のちの図 
の位置に取り付ける 



壁への固定は次のように取り付けた後、壁固定金具の長さを合わせて調節ねじを締め付ける 
•木又は厚い合板の壁に固定する場合は、附属のねじ （4 X 2 己）を使用して壁固定金具を壁に直接 
固定してください。 

•モルタル、コンク IJ - 卜の壁に固定する場合は、市販のコンク IJ - 卜用プラグ（ねじ径04用) 
を壁に巧ち込み、附属のねじ （4 X 2 己）を使用して壁固定金具を固定してください。 

①ド IJ ルで下穴をあける。②プラグを下穴に巧ち込む。③壁固定金具をねじで固定する。 


壁固定金具 




> 石 青 ボード、薄い合板の壁などに固定する場合は、市販の中空壁用プラグ（ねじ径04用）を壁 
に巧ち込み、附属のねじ （4 X 2 己）を使用して壁固定金具を固定してください。 

①ド IJ ルで下穴をあける。②プラグを下穴に巧ち込む。③壁固定金具をねじで固定する。 



与>[お 


壁固定金具 



• ±監しっくい壁などに固定する場合は、壁にそえ木をしてから、附属のねじ （4 X 2 己）を使用 
して壁固定金具をそえ木に固定してください。 


堅固定を具 





4 x 2 已タッピンねじ 



ねじ締付け 


据付工事 
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I 据付けつづき 


■油タンクの組立てと据付け 

■ミ由タンクの組立ては、;'由タンクに附属している取扱説明書にしたびって正しく組立ててください。 
•油タンクは、たたみ、力一ぺットなどの上に据付けないでください。 

■ミ由タンクは、3己でじ(上の室内、直射日光のあたるところ、义の気のあるところ、雨水やほこりび 
入りやすいところに据付けないでください。 

•油タンクは、ストーブとの間に防火上有効な壁などがない場合は、 2 m じ(上離してください。 

•油タンクミ由面は、ス I ブ本体設置床面より SOcnU ソ上 2 nU ソ内の高さで設置してください。 

•ミ由タンクの設置、取り扱いについては、各地区の义災予防条例にしたびってください。 


■ゴム製送油管の取り付け 



• ゴム製送ミ由管の先端や途中を極端に曲げて配管しないでください。最ルの曲げ半径は1 00 mm 程 
度じ(上としてください。 

ゴム製送油管にひび割れを生じて、ミ由漏れの原因になります。 

•匡か部分及び埋設部分は、防請処理された鋼管又は銅管(か径 8 mm 、 肉厚 0.8 mm ) をご使用くだ 
さい。 

* 取り付け上、をのをまたぐときはゴム製送ミ由管内に空気びたま5ないように、ゴム製送ミ由管を振 
つて空気を抜いてください。 

• 接続部分にミ由漏れびないか確認してください。 

•ゴム製送ミ由管接続のとを、ス I ブ側接続金具より油び出ることびあります。下に巧などを置い 
てか5黒キャップを外してください。 

• ゴム製送ミ由管は、 J 旧 S 302吕 r 石油燃焼機器用ゴム製送ミ由管」に合格したもの m 州ま使用しない 
で < ださい。 
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■煙突接続□の変更 


•煙突接続□をち側に変更する場合は、次のよラに 
行ってください。 

1 上面ガードを取り外し、煙導板の取り付けねじ 
(2 本)を外す 

2 煙突接続□と接続ぶたの取り付けねじ(各4本） 
を外して交換し、再度取り付けねじで固定する 

3 上ぶた f 甲えを固定しているねじ （4 本）を外し、 
燃焼室上ぶたを持ち上げる 
• 赤熱筒は燃焼室上ぶた取り付いています。 

4 赤熱筒まえ板を燃焼室上ぶたに固定しているね 
じ （2 本）を外す 

5 赤熱筒の向さを180°回転させて、再度赤熱筒 
まえ板を燃焼室上ぶたに取り付ける 
• 赤熱筒のつなざ目び反対側になります。 

6 燃焼室上ぶたの矢印が煙ち接続□に向くよラに 
取り付ける 

7 上ぶた巧えを取り付ける 

8 煙導板を煙ち接続□の位置に取り付け、上面ガ 
-ドを置く 






据付王事 
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■煙突の取付け 


煙突は扫げスを屋外に扫地するとともに、燃焼に必要な空気を燃焼部へ供給する重要な役割を 
ちっています。誤った取り付けは、異常燃焼や火災の原因になりますので、次のことを守って 
ください。烟突の取り付けは各地の火災予防条例にしたびってください。） 

• 煙突径は呼び径10巨 (3 寸已分)を使用してください。 

•さびやすい素材の煙突は、腐食やさびにより煙突びふさがれたりしますので、使用しないでください。 
■新し<煙突を設置する場合は、グラスウール断熱煙突を推奨します。 

•横引き、立上びりの標準寸法は横引き約 1.8 m 、 立上がり約 3.6 m です。 

横弓 I をび標準より長くなる場合は、その長さの1/2の立上びりを追加してください。 

•横引きは、上り勾配になるようにし、途中で下向きにしないでください。^ 一 
•煙突の先端は逆風や雨水び入5ないように、図のよ 
ラなトップを付けてください。トップは付近の最を 
高いをのより巨 Ocm じ(上高い位置に設置してくださ 
し)。 

• 屋か立上びり部の接続は T 曲びりを使用し、水抜を 
巧 (6 mm の巧)をあけてください。 

■風の強い地方及び建物の関係か5煙突を極端に高く 
する場合〔最大燃焼時のドラフトび 一30 Pa (- 
S . OmmHsO ) より強い場合〕には、燃焼を安定させ 
るためと、熱効率の低下を防止するために、図のよ 
ラなダンパー付ドラフトレギュレータ(別売部品)を 
使用してください。 

取付位置はス I -ーブ本体か5約已 OcnU ソ上離れた室 
内のを直部分に取り付けてください。 

集合煙突を利用する場合には、図のよラな差し込み 
かたをし、煙突びがれないよう固定してください。 

■か付けの集合煙突や屋外での横引を煙突の場合、煙 
導部び;ちやされ、結露しやすくなり、凍結して煙ち 
を塞ぐ原因になります。必ず修正してください。 

(特に北側や日陰部の煙突） 

煙突の横弓 I を延長び長いと、排ガス中の水分び結露して室内をミちしたり、屋外で凍結して煙突を塞い 
だり、集合煙突か5室内へ漏水することびあります。 

煙突の横引きび 2 m を越える場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

試運拓 


試運転は使用者とご一緒に必ず行ってください。 

■運乾準備’運乾 • 消义の手順は取扱編の3已ページをご参照ください。 
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水抜き巧 






巧案ずるとをのま意 


ストーブを廃棄するときは、必ずな油を巧いてください。 
リサイクルのち障となります。 



困サシポ! jh が式含れ 


お客様相談窓 □ 〔受付時間：平日午前日時から午後已時まで〕 
巧 0198-37-1 177 FAX.0198-37- 1192 


札幌支店 

〒日 6 日 - 日日 42 

札幌市東区本町 2 菜 1 日 T 目 1 ま 2 日号 

0011 -785-1211 

FAX.011-782-8262 

訓路営業所 

〒日目日 - 日日巳 ] 

訓路市光陽巧 8 番 1 号 

00154 -22-5821 

FAX.0154-32-2289 

帯広営業所 

〒日船日 801 

帯広市東 1 条南 25T 目 12 番地 

00155 -22- 1335 

FAX.0155-28-2266 

祖川営業所 

〒日 78-8237 

祖 JII 市豊岡 7 条 6T 目日番 1 □号 

00166 -34-8636 

FAX.0166-39-2 157 

函館営業所 

〒日 41- 日 8 巳 ] 

函館市本通 4T 目 17 蚕 2 已号 

00138 -53-2583 

FAX.0138-33-2 180 

仙台営業所 

〒日 83- 日日 34 

仙台市宮城野区覇町 4T 目 2 蚕 40 号 

0022 -236-3444 

FAX.022-238-9416 

郡山営業所 

干％ 3-8 日 41 

郡山市冨田巧字音路 1 番地 1 曰 9 

0024 -962-9288 

FAX.024-962-9266 

青森営業所 

〒日 30- 日 131 

青森市問屋町 2T 目 18 蚕 18 号 

0017 -738-41 41 

FAX.017-738-5354 

が田営業所 

〒日 10- 日日 14 

秋 田市保戸野千代田町 1 日ま 17 号 

0018 -824-3421 

FAX.018-824-3423 

岩手営業所 

〒日 2 日 - 日 301 

巧巻市化湯□第 2 地割 1 番地 2 巨 

00198 -37- 1138 

FAX.0198-37- 1188 

首都圏営業所 

干 3 の-日日 01 

新座市鼠に T 目 24 蚕 3 号 

0048-471-8420 

FAX 側 - 470- 1141 

信越営業所 

干 381- 日日 3] 

長野市大字西尾張部 1114 番地已 

0026 -252-61 61 

FAX.026-252-6162 

化関東営業所 

干 321 -日日 42 

宇都宮市峰 2T 目日ま 9 号 

0028 -635-7755 

FAX.028-651-2255 

大阪営業所 

〒己 64- 日日巳 3 

吹田市江の木町 18-27 

006-6337-3211 

FAX.0 日 - 目 337-321 2 

富山営業所干日 39-821 2 富山市掛尾町 47 日番地 4 

サンポッ ト エンジニアリング株式会社 

0076420 -2677 

FAX.076-420-2238 

サービス部 

〒日日日 - 日日 42 

札幌市東区本町 2 条 1 日 T 目 1 番 2 日号 

0011 -785- 1201 

FAX.011-780-2338 

仙台サ - ビスセンタ - 

〒日 83- 日日 34 

仙台市宮城野区覇町 4T 目 2 番 40 号 

0022 -232- 1479 

FAX.022-238-9843 


ヴンポツ ト ホームぺージ http://www.sunpotcoJp/ 


事業所名*住所*電話番号は変更することがあります。あらかじめ了承願います。 
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再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


32400031000 
9己39 





